
広報うみ　２３　広報うみ　

４つの政策領域とそのみちすじ

子育て・教育・

文化の領域

■地域の思いやりに

　あふれた輪の中で、

　安心して子育ち、

　親育ちができる共

　働のまちづくり

■未来を担う子ども

　たちが、のびのび

　と成長する共働の

　まちづくり

■いつでも、だれで

　も、どこでも、学

　びと生きがいに出

　会える共働のまち

　づくり

■文化や歴史を伝承

　する共働のまちづ

　くり

都市基盤・環境・

産業振興の領域

■住み続けたい、住

　みたくなる、快適

　で環境に優しい取

　り組みを進める共

　働のまちづくり

■助け合いのある、

　災害に強く、犯罪

　や事故の少ない共

　働のまちづくり

■地域特性に応じた

　産業の振興を進め

　る共働のまちづくり

健康・福祉の領域

■いつまでも笑顔で

　健康に暮らせる共

　働のまちづくり

■だれもが、住み慣れ

　たところで自立し

　て、自分らしくいき

　いきと暮らせる共

　働のまちづくり

コミュニティ・

行政運営の領域

■みんなが、あらゆ

　る世代が集い、活

　力みなぎる地域を

　築く共働のまちづ

　くり

■だれもが身近に感

　じ、信頼される行

　政を運営する共働

　のまちづくり

キーワードは、「地域力」!　　共働のまちづくり

　

住
民
と
行
政
は
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
適

切
に
果
た
す
中
で
、『
共
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
』
と
い
う
対
等
の
関
係
で
あ

り
、
暮
ら
し
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
お
互
い
に
理

解
し
、
信
頼
す
る
関
係
に
基
づ
き
、
協
力
・
連
携
し
て
、
共
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

『
共
働
』
と
は
、
協
力
・
連
携
す
る
関
係
の
み
な
ら
ず
、
共
に
働
く
、
共

に
行
動
す
る
関
係
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
住
民
等
の
主
体
的
な
活
動
が
、
ま
ち
に
活
力
を
与
え
、
さ
ら
に
魅
力
あ

る
ま
ち
へ
と
変
え
て
い
き
ま
す
。

【問い合わせ】　総合政策経営課　℡９３４ー２２４７

※宇美町第５次総合計画は、ホームページ、うみ・みらい館（図書館）、総合政策経営課窓口などで見る

　ことができます。

Ａ:行政が責任を持って行う活動の領域で、政策等の策定、実施、評価に際して、

　　住民の声を聞くことや、住民の意見を反映させるなどの住民参加を図る分野。

Ｂ:行政施策に住民活動の専門性や機動性を活用するため、委託等により直接

　　的に住民活動が行政施策を実施する分野。

Ｃ:共催や実行委員会などにより自発的な住民活動との連携を図る分野。双方

　　に主体性があり責任も分担するもの。

Ｄ:住民が責任を持つ主体的な公益活動に対し、行政が側面的に支援する分野。

Ｅ:行政の関与を受けない住民の主体的な公益活動の分野。

共 働 の ま ち づ く り

行 政 が 専 属

的に行う分野

Ａ

行政活動に

住民が参入

す る 分 野

Ｂ

住民と行政

が一緒に活

動する分野

Ｃ

住民活動に

行政が連携

す る 分 野

Ｄ

住 民 が 専 属

的に行う分野

Ｅ

住民の活動分野

行政の活動分野

協働の活動

◇◇再生のまちづくり◇◇

『まなびの森に育む地域力で築く共働のまちづくり』に向けて

ま びな の 森
ＵＭＩ

「
宇
美
町
第
５
次
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　

平
成
23
年
７
月
か
ら
の
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
そ

の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
示
し
た
「
宇
美
町
第
５
次
総
合
計
画

（
平
成
23
年
７
月
～
平
成
27
年
３
月
）」
が
総
合
計
画
審
議
会
か
ら

の
答
申
を
得
て
、
６
月
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
本
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
と
は
、
行
政
の
す
べ
て

の
計
画
の
最
上
位
に
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

や
目
標
を
示
し
た
も
の
で
、
み
ん
な

で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
の
道
標
（
み
ち
し
る
べ
）
と
な
る

も
の
で
す
。

総
合
計
画
の
構
成

　

本
計
画
は
、
行
政
を
運
営
す
る
上

で
の
基
本
指
針
で
あ
る
「
基
本
構

想
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
計
画
に

加
え
、
す
べ
て
の
事
業
が
連
携
し
、

効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、「
中

期
財
政
計
画
」
、「
経
営
改
革
プ
ラ

ン
」
、「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
を
組

み
込
ん
だ
「
実
践
計
画
」
に
よ
り
構

成
し
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
の
構
成

　

第
５
次
総
合
計
画
で
は
、『
再
生

の
ま
ち
づ
く
り　

ま
な
び
の
森
に
育

む
地
域
力
で
築
く
共
働
の
ま
ち
づ
く

り
』
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
行
政
活
動
を
４
つ

の
政
策
領
域
で
示
し
て
い
ま
す
。

前
総
合
計
画
と
の
関
係

　

第
４
次
総
合
計
画
の
計
画
期
間

は
平
成
14
年
度
か
ら
平
成
23
年
度

ま
で
の
10
年
間
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
近
年
の
社
会
情
勢
の
大
き

な
変
容
と
、
厳
し
さ
を
増
す
町
の
財

政
状
況
に
適
切
か
つ
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
、
第
４
次
総
合
計
画
の
目

標
年
度
終
了
を
待
た
ず
に
、
３
年
９

か
月
と
い
う
通
常
よ
り
短
い
計
画

期
間
で
設
定
し
た
第
５
次
総
合
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

第
５
次
総
合
計
画
で
は
、「
ま
ち

づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」
を
基
本
姿

勢
と
し
た
第
４
次
総
合
計
画
を
継

承
す
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
限
ら

れ
た
財
源
の
な
か
で
効
果
的
、
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く

た
め
の
改
善
策
を
盛
り
込
み
、
第
４

次
総
合
計
画
の
「
ひ
と
づ
く
り
」
で

得
た
輝
く
資
源
を
「
地
域
力
」
と
い

う
原
動
力
に
変
え
て
「
共
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

《共働のイメージ図》

宇美町第５次総合計画を貫く基本理念

〈基本理念のイメージ図〉


